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(57)【要約】
【課題】誤装着防止部分と離脱防止部分とが互いの位置
による制約を受けてしまうことを抑制できるとともに、
誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現
することができる端子を提供する。
【解決手段】当接部（３４、３５）は、上壁部４７の縁
部分の一部として設けられ、上壁部４７が筒状壁部３３
の内側に撓んだ際に第１側壁部４４の縁部分と当接する
。突出部３６は、上壁部４７から突出して設けられ、筒
状壁部３３がハウジング１４に所定の挿入姿勢と異なる
姿勢で挿入された際に、ハウジング１４と当接して筒状
壁部３３のハウジング１４の奥側への挿入を規制する。
係合部３７は、ハウジング１４の内部に設けられた被係
合部１７に係合可能に構成される。係合部３７は、筒状
壁部３３において、突出部３６に対して、筒状壁部３３
の長手方向においてずれた位置に又は離れた位置に設け
られる。
【選択図】　　　　図１３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタのハウジングに対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端子であって
、
　第１側壁部、前記第１側壁部と一体に設けられた底壁部、前記底壁部と一体に設けられ
た第２側壁部、及び前記第２側壁部と一体に設けられた上壁部を有する筒状壁部と、
　前記上壁部の縁部分の一部として設けられ、前記上壁部が前記筒状壁部の内側に撓んだ
際に前記第１側壁部の縁部分と当接するように構成された当接部と、
　前記上壁部から凸状又は突起状に突出して設けられ、前記筒状壁部が前記ハウジングに
対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に、前記ハウジングと当接することで
、前記筒状壁部が前記ハウジングの奥側に向かって挿入されることを規制する突出部と、
　前記筒状壁部に設けられ、前記筒状壁部が前記ハウジングに対して前記所定の挿入姿勢
で挿入された際に、前記ハウジングの内部に設けられた被係合部に係合可能に構成された
係合部と、
　を備え、
　前記係合部及び前記被係合部は、前記筒状壁部が前記ハウジングに対して前記所定の挿
入姿勢で挿入された際に、前記係合部及び前記被係合部の一方が他方に当接して弾性変形
した後に弾性回復し、互いに係合可能に構成されており、
　前記係合部は、前記筒状壁部において、前記突出部に対して、前記筒状壁部が筒状に延
びる方向である長手方向においてずれた位置に又は離れた位置に設けられていることを特
徴とする、端子。
【請求項２】
　請求項１に記載の端子であって、
　前記突出部は、前記筒状壁部において、前記係合部に対して、前記筒状壁部が前記ハウ
ジングに対して前記長手方向と平行に挿入される方向である挿入方向における先端側に設
けられ、
　前記係合部は、前記筒状壁部において、前記突出部に対して、前記挿入方向と反対方向
に向かってずれた位置に又は離れた位置に設けられていることを特徴とする、端子。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の端子であって、
　前記突出部は、
　前記上壁部の縁部分の一部と一体に設けられるとともに、前記上壁部に対して屈曲して
延びる部分として設けられた屈曲部と、
　前記屈曲部から片持ち状に突出して延びる部分として設けられた突出端部と、
　を有していることを特徴とする、端子。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか１項に記載の端子であって、
　前記筒状壁部の内側に設けられた電気接点部と、
　前記第１側壁部の一部及び前記第２側壁部の一部として設けられ、それぞれ片持ち状に
延びる板バネ状の部分として設けられた一対の接点バネ部と、
　を更に備え、
　前記電気接点部は、片持ち状に延びる一対の前記接点バネ部のそれぞれの先端側に設け
られていることを特徴とする、端子。
【請求項５】
　請求項４に記載の端子であって、
　前記接点バネ部は、前記上壁部の縁部に対して、前記筒状壁部の幅方向における内側に
配置されていることを特徴とする、端子。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載の端子であって、
　前記当接部は、複数設けられ、
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　複数の前記当接部のそれぞれは、前記上壁部において、前記長手方向における互いに離
れた位置に設けられていることを特徴とする、端子。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか１項に記載の端子を複数備えたコネクタであって、
　複数の前記端子を保持するように構成されたハウジングを更に備え、
　前記ハウジングの内部には、前記端子の前記係合部が係合可能に構成された被係合部が
設けられていることを特徴とする、コネクタ。
【請求項８】
　請求項７に記載のコネクタを備えた電気的接続装置であって、
　前記コネクタとして構成される第１コネクタが嵌合して接続される第２コネクタを更に
備え、
　前記第２コネクタは、
　前記第１コネクタにおける複数の前記端子として構成される複数の第１端子に対してそ
れぞれ電気的に接続される複数の第２端子と、
　複数の前記第２端子を保持するように構成され、前記第１コネクタにおける前記ハウジ
ングとして構成される第１ハウジングに対して嵌合するように構成された第２ハウジング
と、
　を備え、
　前記第２ハウジングには、
　前記第１ハウジングが挿入される開口を有し、前記開口から挿入された前記第１ハウジ
ングが嵌合する嵌合部と、
　前記嵌合部の内側で前記開口から外部に臨む位置に設けられ、前記第１ハウジングが前
記開口から挿入される方向に対して垂直な方向に沿って平坦に広がる平坦面と、
　が設けられていることを特徴とする、電気的接続装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コネクタのハウジングに対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端
子、その端子を備えるコネクタ、及びそのコネクタを備える電気的接続装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コネクタのハウジングに対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端子として、
例えば、特許文献１に開示された端子が知られている。特許文献１に開示された端子は、
底壁２と、底壁２の幅方向の両端にそれぞれ立つ側壁（３、３）と、外天壁４及び内天壁
５とによって、雄コンタクトＭが挿入される筒型部１が形成されている雌コンタクトＦと
して構成されている。尚、外天壁及び内天壁は、各側壁の天縁から、対向する側壁の天縁
に向かって延びて互いに重なるように設けられている。
【０００３】
　特許文献１の段落００１７、図１及び図２に開示されているように、雌コンタクトＦに
おいては、底壁２の一部が外方へ切り起こされてリブ１０として設けられている。そして
、雌コンタクトＦの雌ハウジングＦＨの収容室への挿入時にリブ１０が雌ハウジングＦＨ
に切った案内溝に嵌合することで、雌コンタクトＦの雌ハウジングＦＨの収容室への挿入
が可能となるように構成されている。このため、雌コンタクトＦの筒型部１が雌ハウジン
グＦＨの収容室に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に雌ハウジングＦＨ
と当接することで筒型部１が雌ハウジングＦＨの奥側に向かって挿入されることをが規制
される。これにより、雌コンタクトＦの雌ハウジングＦＨへの誤装着が防止されることに
なる。
【０００４】
　また、雌コンタクトＦにおいては、リブ１０を切り起こすことで形成された孔は、雌コ
ンタクトＦの雌ハウジングＦＨの収容室への挿入時にハウジングランスが嵌まり込むよう
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に構成されている。これにより、上記の孔の縁部分は、雌コンタクトＦが雌ハウジングＦ
Ｈの収容室へ挿入された際に雌ハウジングＦＨのハウジングランスに係合可能に構成され
ている。雌コンタクトＦに設けられた上記の孔が雌ハウジングＦＨに係合することで、雌
ハウジングＦＨに挿入された雌コンタクトＦが雌ハウジングＦＨから外れることが防止さ
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３５３５６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の雌コンタクトＦにおいては、底壁２の一部が外方へ切り起こされることに
より、雌コンタクトＦの雌ハウジングＦＨへの誤装着の防止のためのリブ１０が形成され
ている。そして、雌コンタクトＦにおいては、雌コンタクトＦの雌ハウジングＦＨへの挿
入時に雌ハウジングＦＨに係合し、雌コンタクトＦが雌ハウジングＦＨから外れて離脱す
ることを防止するための部分は、リブ１０を切り起こすことで形成された孔の縁部分とし
て設けられている。
【０００７】
　雌コンタクトＦは、上記のように構成されているため、雌コンタクトＦの雌ハウジング
ＦＨへの誤装着の防止のための部分である誤装着防止部分と、雌コンタクトＦが雌ハウジ
ングＦＨから外れて離脱することを防止するための部分である離脱防止部分とが、隣接し
て設けられる。このため、雌コンタクトＦにおいては、誤装着防止部分の位置と離脱防止
部分の位置とが、互いの位置による制約を受けてしまうことになる。よって、誤装着防止
部分の位置と離脱防止部分の位置とが、互いの位置による制約を受けてしまうことを抑制
できる端子構造の実現が望ましい。
【０００８】
　また、上記の端子構造の実現に際しては、端子がコネクタのハウジングに対して所定の
挿入姿勢と異なる姿勢で挿入されて端子の誤装着防止部分が当接した際における誤装着防
止部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現できることが望ましい。
【０００９】
　本発明は、上記実情に鑑みることにより、端子のハウジングへの誤装着の防止のための
誤装着防止部分と、端子がハウジングから離脱してしまうことを防止するための離脱防止
部分とが、互いの位置による制約を受けてしまうことを抑制できるとともに、誤装着防止
部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現することができる端子を提供することを目的
とする。また、その端子を備えるコネクタを提供することを目的とする。更に、そのコネ
クタを備える電気的接続装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
（１）上記目的を達成するための本発明のある局面に係る端子は、コネクタのハウジング
に対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端子であって、第１側壁部、前記第１
側壁部と一体に設けられた底壁部、前記底壁部と一体に設けられた第２側壁部、及び前記
第２側壁部と一体に設けられた上壁部を有する筒状壁部と、前記上壁部の縁部分の一部と
して設けられ、前記上壁部が前記筒状壁部の内側に撓んだ際に前記第１側壁部の縁部分と
当接するように構成された当接部と、前記上壁部から凸状又は突起状に突出して設けられ
、前記筒状壁部が前記ハウジングに対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に
、前記ハウジングと当接することで、前記筒状壁部が前記ハウジングの奥側に向かって挿
入されることを規制する突出部と、前記筒状壁部に設けられ、前記筒状壁部が前記ハウジ
ングに対して前記所定の挿入姿勢で挿入された際に、前記ハウジングの内部に設けられた
被係合部に係合可能に構成された係合部と、を備えている。そして、前記係合部及び前記
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被係合部は、前記筒状壁部が前記ハウジングに対して前記所定の挿入姿勢で挿入された際
に、前記係合部及び前記被係合部の一方が他方に当接して弾性変形した後に弾性回復し、
互いに係合可能に構成されており、前記係合部は、前記筒状壁部において、前記突出部に
対して、前記筒状壁部が筒状に延びる方向である長手方向においてずれた位置に又は離れ
た位置に設けられている。
【００１１】
　上記の構成の端子は、その筒状壁部がコネクタのハウジングに対して所定の挿入姿勢と
異なる姿勢で挿入された際に、突出部がハウジングと当接することで、筒状壁部がハウジ
ングの奥側に向かって挿入されることが規制される。これにより、端子のハウジングへの
誤装着が防止される。即ち、上記の構成の端子においては、突出部が、端子のハウジング
への誤装着の防止のための誤装着防止部分として設けられている。
【００１２】
　そして、上記の構成の端子には、所定の挿入姿勢でハウジングに挿入された際にハウジ
ングの内部の被係合部と係合可能な係合部が設けられている。そして、係合部及び被係合
部は、その一方が他方に対して当接して弾性変形した後に弾性回復することで、互いに係
合可能となる。端子の係合部が上記のようにハウジングに係合することで、ハウジングに
挿入された端子がハウジングから外れて離脱してしまうことが防止される。即ち、上記の
構成の端子においては、係合部が、端子がハウジングから離脱してしまうことを防止する
ための離脱防止部分として設けられている。
【００１３】
　更に、上記の構成の端子においては、係合部は、筒状壁部において、突出部に対して、
長手方向においてずれた位置に又は離れた位置に設けられている。このため、上記の構成
の端子によると、誤装着防止部分としての突出部と、離脱防止部分としての係合部とが、
筒状壁部において長手方向にずれて又は離れて独立した状態で設けらている。これにより
、上記の構成の端子によると、誤装着防止部分としての突出部と、離脱防止部分としての
係合部とが、互いの位置による制約を受けてしまうことを抑制できる。
【００１４】
　また、上記の構成の端子によると、筒状壁部は、第１側壁部、底壁部、第２側壁部、及
び上壁部が、この順番で一体に設けられることで構成されており、簡素な構造で構成され
ている。更に、上記の構成の端子においては、誤装着防止部分としての突出部は、上壁部
から凸状又は突起状に突出して設けられた簡素な構造で構成されている。また、上記の構
成の端子によると、上壁部の縁部分の一部が、上壁部が筒状壁部の内側に撓んだ際に第１
側壁部の縁部分と当接する当接部として構成されている。このため、端子が、所定の挿入
姿勢と異なる姿勢でハウジングに挿入され、突出部がハウジングに当接し、突出部が設け
られた上壁部が筒状壁部の内側に撓んだ場合であっても、当接部が第１側壁部の縁部分と
当接し、上壁部が筒状壁部の内側に倒れ込んでしまうことが防止される。これにより、突
出部がハウジングに当接した状態が維持され、誤装着防止部分としての突出部の適切な作
動が保証されることになる。また、上記の構成の端子によると、誤装着防止部分としての
突出部の適切な作動の保証を実現する構造が、簡素な構造の筒状壁部、簡素な構造の突出
部、及び、上壁部の縁部分の一部として設けられて第１側壁部の縁部分と当接する簡素な
構造の当接部、による簡素な構造によって実現されている。よって、上記の構成の端子に
よると、誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現することができる。
【００１５】
　以上のように、上記の構成によると、端子のハウジングへの誤装着の防止のための誤装
着防止部分と、端子がハウジングから離脱してしまうことを防止するための離脱防止部分
とが、互いの位置による制約を受けてしまうことを抑制できるとともに、誤装着防止部分
の適切な作動の保証を簡素な構造で実現することができる端子を提供することができる。
【００１６】
（２）前記突出部は、前記筒状壁部において、前記係合部に対して、前記筒状壁部が前記
ハウジングに対して前記長手方向と平行に挿入される方向である挿入方向における先端側
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に設けられ、前記係合部は、前記筒状壁部において、前記突出部に対して、前記挿入方向
と反対方向に向かってずれた位置に又は離れた位置に設けられていてもよい。
【００１７】
　この構成によると、突出部が、端子のハウジングへの挿入方向における先端側に設けら
れる。このため、端子が、所定の挿入姿勢と異なる姿勢でハウジングに挿入された際、突
出部がハウジングにおける端子が挿入される孔の開口の縁部分で当接し、端子における筒
状壁部の先端側の部分以外の多くの部分が、ハウジングから露出した状態となる。これに
より、端子が所定の挿入姿勢と異なる姿勢でハウジングに挿入されて誤装着が発生した状
態が、より明確に示されることになる。よって、端子をハウジングに挿入する作業を行う
作業者は、誤装着が発生したことを速やかに且つ容易に視認して認識することができる。
【００１８】
　更に上記の構成によると、係合部は、筒状壁部において、突出部に対して、端子のハウ
ジングへの挿入方向と反対方向に向かってずれた位置に又は離れた位置に設けられている
。このため、離脱防止部分としての係合部の位置が、端子の先端側から反対側にずれた位
置に又は離れた位置に設定され、端子の先端側に設けられた突出部の位置による制約を受
けてしまうことが抑制される。また、係合部の位置が、端子の先端側からずれた位置に又
は離れた位置に設定されるため、筒状壁部におけるより剛性の高い部分に、係合部を設け
ることができる。これにより、より剛性の高い係合部を容易に構成することができる。
【００１９】
（３）前記突出部は、前記上壁部の縁部分の一部と一体に設けられるとともに、前記上壁
部に対して屈曲して延びる部分として設けられた屈曲部と、前記屈曲部から片持ち状に突
出して延びる部分として設けられた突出端部と、を有していてもよい。
【００２０】
　この構成によると、突出部が、上壁部の縁部分の一部と一体の屈曲部と、屈曲部から片
持ち状に延びる突出端部とを備えた簡素な構造で構成される。よって、更に簡素な構造で
突出部を実現することができる。
【００２１】
（４）前記端子は、前記筒状壁部の内側に設けられた電気接点部と、前記第１側壁部の一
部及び前記第２側壁部の一部として設けられ、それぞれ片持ち状に延びる板バネ状の部分
として設けられた一対の接点バネ部と、を更に備え、前記電気接点部は、片持ち状に延び
る一対の前記接点バネ部のそれぞれの先端側に設けられていてもよい。
【００２２】
　この構成によると、電気接点部がそれぞれ設けられた一対の接点バネ部が、第１側壁部
の一部及び第２側壁部の一部として構成される。このため、第１側壁部の一部及び第２側
壁部の一部を一対の接点バネ部として機能させることができ、簡素な構造で一対の接点バ
ネ部を実現することができる。更に、片持ち状に延びる板バネ状の部分として設けられて
先端側に電気接点部が設けられた一対の接点バネ部のそれぞれは、第１側壁部又は第２側
壁部の一部として構成される。この構成のため、片持ち状に延びる板バネの根元部分から
先端側の電気接点部までのアーム長を長く設定することを容易に実現することができる。
また、一対の接点バネ部は、第１側壁部及び第２側壁部に設けられ、上壁部に設けられて
いないため、突出部が設けられる上壁部の強度に影響が生じてしまうことを抑制すること
ができる。
【００２３】
（５）前記接点バネ部は、前記上壁部の縁部に対して、前記筒状壁部の幅方向における内
側に配置されていてもよい。
【００２４】
　この構成によると、第１及び第２側壁部の各一部として設けられた接点バネ部が、上壁
部の縁部よりも筒状壁部の幅方向の内側に配置される。このため、端子が外部の物体と接
触した場合であっても、外部の物体が接点バネ部に接触して外力を作用させて接点バネ部
を変形或いは破損させてしまうことを、効率よく抑制することができる。とくに、複数の
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端子が纏めて搬送される際、他の端子が接点バネ部に接触して外力を作用させて接点バネ
部を変形或いは破損させてしまうことを、効率よく抑制することができる。
【００２５】
（６）前記当接部は、複数設けられ、複数の前記当接部のそれぞれは、前記上壁部におい
て、前記長手方向における互いに離れた位置に設けられていてもよい。
【００２６】
　この構成によると、上壁部の縁部分の一部として設けられる当接部が、複数設けられる
。更に、複数の当接部のそれぞれは、筒状壁部の長手方向における互いに離れた位置に設
けられる。このため、端子が、所定の挿入姿勢と異なる姿勢でハウジングに挿入され、突
出部がハウジングに当接し、突出部が設けられた上壁部が筒状壁部の内側に撓んだ場合で
あっても、離れて設けられた複数の当接部が第１側壁部の縁部分と当接する。これにより
、上壁部が筒状壁部の内側に倒れ込んでしまうことがより確実に防止される。そして、突
出部がハウジングに当接した状態をより確実に維持でき、誤装着防止部分としての突出部
の適切な作動をより確実に保証することができる。
【００２７】
（７）前述の目的を達成するための本発明のある局面に係るコネクタは、前述した本発明
のある局面に係る端子のいずれかを複数備えたコネクタであって、複数の前記端子を保持
するように構成されたハウジングを更に備え、前記ハウジングの内部には、前記端子の前
記係合部が係合可能に構成された被係合部が設けられている。
【００２８】
　この構成によると、前述した本発明のある局面に係る端子と同様の効果を奏することが
できる。即ち、この構成によると、誤装着防止部分と離脱防止部分とが互いの位置による
制約を受けてしまうことを抑制できるとともに誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素
な構造で実現することができる端子を備えるコネクタ、を提供することができる。また、
上記の構成によると、コネクタのハウジングにおいても、端子の係合部に係合する被係合
部の位置と、端子の突出部に対応する部分の位置とが、独立した位置に設けられることに
なる。このため、コネクタのハウジングにおいても、端子の係合部に係合する被係合部の
位置と、端子の突出部に対応する部分の位置とが、互いの位置による制約を受けてしまう
ことを抑制できる。更に、これによって、コネクタの設計の自由度を向上させることがで
きる。
【００２９】
（８）前述の目的を達成するための本発明のある局面に係る電気的接続装置は、前述した
本発明のある局面に係るコネクタを備えた電気的接続装置であって、前記コネクタとして
構成される第１コネクタが嵌合して接続される第２コネクタを更に備え、前記第２コネク
タは、前記第１コネクタにおける複数の前記端子として構成される複数の第１端子に対し
てそれぞれ電気的に接続される複数の第２端子と、複数の前記第２端子を保持するように
構成され、前記第１コネクタにおける前記ハウジングとして構成される第１ハウジングに
対して嵌合するように構成された第２ハウジングと、を備えている。そして、前記第２ハ
ウジングには、前記第１ハウジングが挿入される開口を有し、前記開口から挿入された前
記第１ハウジングが嵌合する嵌合部と、前記嵌合部の内側で前記開口から外部に臨む位置
に設けられ、前記第１ハウジングが前記開口から挿入される方向に対して垂直な方向に沿
って平坦に広がる平坦面と、が設けられている。
【００３０】
　この構成によると、前述した本発明のある局面に係る端子と同様の効果を奏することが
できる。即ち、この構成によると、誤装着防止部分と離脱防止部分とが互いの位置による
制約を受けてしまうことを抑制できるとともに誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素
な構造で実現することができる端子を備える電気的接続装置、を提供することができる。
また、上記の構成によると、第２コネクタにおける第２ハウジングの嵌合部の内側に、第
２ハウジングの嵌合部の開口から外部に臨むとともに第１コネクタの第１ハウジングが挿
入される方向に対して垂直な方向に沿って平坦に広がる平坦面が設けられている。このた
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め、第２コネクタが基板に実装されるために搬送用の吸着装置によって吸着されて搬送さ
れる際に、第２コネクタを平坦面において容易に吸着できる。更に、搬送用の吸着装置に
よって、第２コネクタを安定した状態で保持することができる。よって、第２コネクタの
基板への実装を容易に行うことができる。また、前述の通り、上記の電気的接続装置にお
ける第１コネクタによると、設計の自由度を向上させることができる。従って、上記の構
成の電気的接続装置によると、第１コネクタの設計の自由度を向上させることができると
ともに、第２コネクタの基板への実装を容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によると、端子のハウジングへの誤装着の防止のための誤装着防止部分と、端子
がハウジングから離脱してしまうことを防止するための離脱防止部分とが、互いの位置に
よる制約を受けてしまうことを抑制できるとともに、誤装着防止部分の適切な作動の保証
を簡素な構造で実現することができる端子を提供することができる。また、本発明による
と、その端子を備えるコネクタを提供することができる。また、本発明によると、更に、
そのコネクタを備える電気的接続装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の一実施の形態に係る電気的接続装置の斜視図であって、基板及び電線と
ともに示す図である。
【図２】図１に示す電気的接続装置の正面図であって、基板及び電線とともに示す図であ
る。
【図３】図１に示す電気的接続装置の分解斜視図である。
【図４】図２のＡ－Ａ線矢視位置における断面を示す図である。
【図５】図１に示す電気的接続装置の断面の一部を示す図であって、図４のＢ－Ｂ線矢視
位置に対応する位置における断面の一部を示す図である。
【図６】図１に示す電気的接続装置における第１コネクタ（本発明の一実施の形態に係る
コネクタ）の斜視図であって、電線とともに示す図である。
【図７】図６に示す第１コネクタの底面図である。
【図８】図６に示す第１コネクタの第１ハウジング（本発明の一実施の形態に係るハウジ
ング）の斜視図である。
【図９】図８に示す第１ハウジングの平面図である。
【図１０】図１に示す電気的接続装置における第２コネクタの斜視図である。
【図１１】図１０に示す第２コネクタの平面図である。
【図１２】図１０に示す第２コネクタの斜視図であって、基板とともに示す図である。
【図１３】図１に示す電気的接続装置の第１コネクタにおける第１端子（本発明の一実施
の形態に係る端子）の斜視図である。
【図１４】図１３に示す第１端子の斜視図であって、図１３とは異なる角度から見た状態
を示す図である。
【図１５】図１３に示す第１端子の斜視図であって、図１３及び図１４とは異なる角度か
ら見た状態を示す図である。
【図１６】図１３に示す第１端子の正面図である。
【図１７】図１３に示す第１端子の側面図である。
【図１８】図１３に示す第１端子の平面図であって、図１７に示す側面を正面側として図
示した平面図である。
【図１９】図１７のＣ－Ｃ線矢視位置における断面を示す図である。
【図２０】図１７のＤ－Ｄ線矢視位置における断面を示す図である。
【図２１】図１８のＥ－Ｅ線矢視位置における断面を示す図である。
【図２２】第１の変形例に係る端子の正面図である。
【図２３】第２の変形例に係る端子の正面図である。
【図２４】第３の変形例に係る端子の側面図であって、第３の変形例に係る端子の一部を
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切欠き状態で示す図である。
【図２５】第４の変形例に係る端子の斜視図であって、第４の変形例に係る端子の一部を
切欠き状態で示す図である。
【図２６】第５の変形例に係る端子の斜視図であって、第５の変形例に係る端子の一部を
切欠き状態で示す図である。
【図２７】第６の変形例に係る端子の斜視図であって、第６の変形例に係る端子の一部を
切欠き状態で示す図である。
【図２８】第７の変形例に係る端子の斜視図であって、第７の変形例に係る端子の一部を
切欠き状態で示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明を実施するための形態について図面を参照しつつ説明する。尚、本発明は
、コネクタのハウジングに対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端子、その端
子を備えるコネクタ、及びそのコネクタを備える電気的接続装置に関して、広く適用する
ことができる。
【００３４】
［電気的接続装置］
　図１は、本発明の一実施の形態に係る電気的接続装置１の斜視図であって、基板１００
及び電線１０１とともに示す図である。図２は、電気的接続装置１の正面図であって、基
板１００及び電線１０１とともに示す図である。図３は、電気的接続装置１の分解斜視図
である。図４は、図２のＡ－Ａ線矢視位置における断面を示す図である。図５は、電気的
接続装置１の断面の一部を示す図であって、図４のＢ－Ｂ線矢視位置に対応する位置にお
ける断面の一部を示す図である。
【００３５】
　図１乃至図５に示す電気的接続装置１は、基板１００と複数の電線１０１とを電気的に
接続する装置として設けられている。そして、電気的接続装置１は、第１コネクタ１１と
、第２コネクタ１２と、を備えて構成されている。尚、図１、図２、図４、図５では、基
板１００について、一部のみを切り欠き状態で示している。また、図１乃至図５では、複
数の電線１０１について、一部のみを切り欠き状態で示している。
【００３６】
　電気的接続装置１の第１コネクタ１１は、複数の電線１０１に対して電気的に接続され
るとともに、電気的接続装置１の第２コネクタ１２に対して電気的に接続されるように構
成されている。一方、第２コネクタ１２は、基板１００に対して電気的に接続されるとと
もに、第１コネクタ１１に対して電気的に接続されるように構成されている。そして、複
数の電線１０１に対して電気的に接続された第１コネクタ１１が、基板１００に対して電
気的に接続された第２コネクタ１２に対して、嵌合して接続されることで、第１コネクタ
１１と相第２コネクタ１２とが、機械的及び電気的に接続される。また、第１コネクタ１
１と第２コネクタ１２とが電気的に接続されることで、複数の電線１０１と基板１００と
が電気的に接続される。
【００３７】
［第１コネクタ］
　図６は、電気的接続装置１における第１コネクタ１１の斜視図であって、電線１０１と
ともに示す図である。図７は、第１コネクタの底面図である。電気的接続装置１の第１コ
ネクタ１１は、本発明の一実施の形態に係るコネクタを構成している。尚、以下の説明で
は、第１コネクタ１１について、コネクタ１１とも称する。
【００３８】
　図１乃至図７に示す第１コネクタ１１は、複数の第１端子１３、第１ハウジング１４、
リテーナ１５、を備えて構成されている。第１端子１３は、本発明の一実施の形態に係る
端子を構成している。また、第１ハウジング１４は、本発明の一実施の形態に係るコネク
タ１１（第１コネクタ１１）のハウジングを構成している。尚、以下の説明では、第１端
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子１３について、端子１３とも称する。そして、第１ハウジング１４について、ハウジン
グ１４とも称する。
【００３９】
　図３乃至図５、図７に示す第１コネクタ１１の複数の第１端子１３のそれぞれは、電線
１０１に対して機械的及び電気的に接続されるように構成されている。尚、図４では、第
１端子１３については、一部切り欠き断面で図示されている。各第１端子１３は、導電性
を有する金属材料で形成されている。各第１端子１３は、各電線１０１の端部に対してか
しめにより接合されて固定されることで、各電線１０１に対して、機械的及び電気的に接
続される。各第１端子１３は、電線１０１が接続された状態で、第１ハウジング１４に対
して挿入される。第１ハウジング１４に挿入された第１端子１３は、第１ハウジング１４
の内部に対して係合し、第１ハウジング１４に保持される。尚、第１端子１３の構成の詳
細については、後述する。
【００４０】
　図８は、第１コネクタ１１の第１ハウジング１４の斜視図である。図９は、第１ハウジ
ング１４の平面図である。図１乃至図９に示す第１ハウジング１４は、複数の第１端子１
３を保持するように構成されている。尚、図８及び図９では、複数の第１端子１３を保持
していない状態の第１ハウジング１４を図示している。
【００４１】
　第１ハウジング１４は、絶縁性を有する樹脂材料で形成されている。そして、第１ハウ
ジング１４には、複数の端子挿入孔１６、複数の被係合部１７、複数の挿入姿勢規制溝１
８、抜け止め部１９、リテーナ係合部２０、等が設けられている。
【００４２】
　複数の端子挿入孔１６のそれぞれは、複数の第１端子１３のそれぞれが挿入されて保持
される孔として設けられている。各端子挿入孔１６は、例えば、略四角形状の断面形状の
孔として設けられている。複数の端子挿入孔１６は、第１ハウジング１４において、第１
ハウジング１４の幅方向に沿って２列に並んで設けられている。第１ハウジング１４の幅
方向については、図７及び図９にて、両端矢印Ｗで示している。尚、第１ハウジング１４
の幅方向は、第１コネクタ１１の幅方向と同じ方向となる。
【００４３】
　また、複数の端子挿入孔１６のそれぞれは、第１ハウジング１４の内側において、列間
仕切壁２１と端子間仕切壁２２とによって区画された孔として設けられている。列間仕切
壁２１は、第１ハウジング１４の内側において、第１ハウジング１４の幅方向に沿って延
びる仕切壁として設けられている。第１ハウジング１４の幅方向に沿って２列に並んで設
けられた複数の端子挿入孔１６の各列は、列間仕切壁２１によって、仕切られている。端
子間仕切壁２２は、列間仕切壁２１の両側において、それぞれ複数設けられている。そし
て、複数の端子間仕切壁２２のそれぞれは、列間仕切壁２１に対して垂直に延びるように
設けられている。隣り合う端子間仕切壁２２の間の領域が、各端子挿入孔１６が区画され
る領域として構成される。
【００４４】
　被係合部１７は、図４に示すように、第１ハウジング１４の内部に設けられている。被
係合部１７は、複数設けられ、第１ハウジング１４の内部において、列間仕切壁２１の両
側のそれぞれに、複数並んで設けられている。複数の被係合部１７のそれぞれは、複数の
端子挿入孔１６のそれぞれに対応する位置に設けられている。そして、複数の被係合部１
７のそれぞれは、複数の第１端子１３のそれぞれにおける後述の係合部３７が係合可能に
構成されている。
【００４５】
　列間仕切壁２１に設けられる各被係合部１７は、第１ハウジング１４の内部で、複数の
端子挿入孔１６のそれぞれに対応して設けられ、更に、撓んで弾性変形可能なように片持
ち状に延びる部分として設けられている。そして、各被係合部１７には、列間仕切壁２１
において片持ち状に延びる先端部分において、段状に凹んだ凹部１７ａが設けられている



(11) JP 2017-191659 A 2017.10.19

10

20

30

40

50

。各被係合部１７は、凹部１７ａにおいて、各第１端子１３の係合部３７に対して係合可
能に設けられている。
【００４６】
　挿入姿勢規制溝１８は、図８及び図９に示すように、第１ハウジング１４において、複
数設けられている。複数の挿入姿勢規制溝１８のそれぞれは、複数の端子挿入孔１６のそ
れぞれに対応して設けられている。そして、複数の挿入姿勢規制溝１８のそれぞれは、複
数の第１端子１３のそれぞれにおける後述の突出部３６が嵌まり込む溝として設けられて
いる。そして、第１端子１３の突出部３６が挿入姿勢規制溝１８に嵌まり込む姿勢で、第
１端子１３が端子挿入孔１６に挿入された際には、第１端子１３の端子挿入孔１６への挿
入が許容されることになる。一方、第１端子１３の突出部３６が挿入姿勢規制溝１８に嵌
まり込む姿勢とは異なる姿勢で、第１端子１３が端子挿入孔１６に挿入された際には、第
１端子１３の端子挿入孔１６への挿入が規制されることになる。
【００４７】
　各挿入姿勢規制溝１８の端部は、各端子挿入孔１６の外部への開口から露出する位置に
設けられている。そして、各挿入姿勢規制溝１８は、各端子挿入孔１６を区画する壁面に
沿って延びる溝として設けられるとともに、各端子挿入孔１６の孔形状が延びる方向に沿
って延びる溝として設けられている。また、各挿入姿勢規制溝１８は、略四角形状の各端
子挿入孔１６の断面において、第１ハウジング１４の幅方向における一方側に偏った位置
に配置されている。尚、本実施形態では、各挿入姿勢規制溝１８は、略四角形状の各端子
挿入孔１６の断面の四隅部分のうちの１つの隅部分に対応する位置に配置されている。
【００４８】
　抜け止め部１９は、第１コネクタ１１が第２コネクタ１２に嵌合して接続された際に第
２コネクタ１２と係合する部分として設けられ、第２コネクタ１２から第１コネクタ１１
が抜けて脱落してしまうことを防止するための機構として設けられている。抜け止め部１
９は、一対のアーム（１９ａ、１９ａ）と、一対の凸部（１９ｂ、１９ｂ）とを備えてい
る。
【００４９】
　一対のアーム（１９ａ、１９ａ）は、第１ハウジング１４の外壁面から略平行に片持ち
状に延びるように設けられ、撓んで弾性変形可能なように設けられている。また、一対の
アーム（１９ａ、１９ａ）のそれぞれは、第１コネクタ１１が第２コネクタ１２に嵌合す
る方向と逆方向に沿って、片持ち状に延びるように設けられている。更に、一対のアーム
（１９ａ、１９ａ）は、片持ち状に延びる先端部分が一体に設けられている。
【００５０】
　一対の凸部（１９ｂ、１９ｂ）は、片持ち状に延びる一対のアーム（１９ａ、１９ａ）
の先端部分に設けられている。即ち、一対の凸部（１９ｂ、１９ｂ）は、一対のアーム（
１９ａ、１９ａ）における一体に設けられた先端部分に設けられている。更に、一対の凸
部（１９ｂ、１９ｂ）のそれぞれは、一対のアーム（１９ａ、１９ａ）の一体に設けられ
た先端部分において、第１ハウジング１４の外側に向かって凸状に隆起した部分として設
けられている。
【００５１】
　第１コネクタ１１が第２コネクタ１２に嵌合して接続される際には、第１コネクタ１１
の第１ハウジング１４が第２コネクタ１２における後述の第２ハウジング２４に対して挿
入されて嵌合する。第１ハウジング１４が第２ハウジング２４に挿入されると、一対の凸
部（１９ｂ、１９ｂ）が第２ハウジング２４の壁部と当接し、一対のアーム（１９ａ、１
９ａ）が第１ハウジング１４の内側に向かって一旦撓む。その後、一対のアーム（１９ａ
、１９ａ）が第１ハウジング１４の外側に向かって弾性回復し、一対の凸部（１９ｂ、１
９ｂ）のそれぞれが、第２ハウジング２４の壁部に設けられた後述の一対の係合孔（３０
、３０）のそれぞれに嵌まり込んで係合する。これにより、第２コネクタ１２に嵌合して
接続された第１コネクタ１１が、第２コネクタ１２から抜けて脱落してしまうことが防止
される。
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【００５２】
　リテーナ係合部２０は、第１ハウジング１４に取り付けられたリテーナ１５が係合する
部分として設けられている。リテーナ係合部２０は、一対で設けられ、第１ハウジング１
４の幅方向の両側に設けられている。各リテーナ係合部２０は、第１ハウジング１４の外
側に向かって凸状に隆起した部分として設けられている。リテーナ１５が第１ハウジング
１４に対してリテーナ係合部２０で係合することで、リテーナ１５が第１ハウジング１４
に固定されて保持される。
【００５３】
　図１乃至図７に示すリテーナ１５は、複数の第１端子１３が第１ハウジング１４に保持
された状態で、第１ハウジング１４に取り付けられるように構成されている。そして、リ
テーナ１５は、複数の第１端子１３が第１ハウジング１４から抜け落ちてしまうことをよ
り確実に防止するための要素として設けられている。尚、複数の第１端子１３のそれぞれ
は、後述する係合部３７が、第１ハウジング１４の内部の被係合部１７に係合することで
、第１ハウジング１４から抜け落ちてしまうことが防止されている。複数の第１端子１３
が第１ハウジング１４に保持された状態で、リテーナ１５が第１ハウジング１４に取り付
けられることで、複数の第１端子１３が第１ハウジング１４から抜け落ちてしまうことが
、更に防止されることになる。
【００５４】
　リテーナ１５は、第１コネクタ１１の幅方向に沿って延びるリテーナ本体部１５ａと、
第１ハウジング１４の一対のリテーナ係合部（２０、２０）に係合する一対のハウジング
係合部（１５ｂ、１５ｂ）とを備えて構成されている。
【００５５】
　一対のハウジング係合部（１５ｂ、１５ｂ）のそれぞれは、リテーナ本体部１５ａの幅
方向の両側のそれぞれに設けられている。各ハウジング係合部１５ｂは、リテーナ係合部
２０が嵌まり込む孔が設けられた環状の部分として形成されている。リテーナ１５が第１
ハウジング１４に取り付けられる際には、ハウジング係合部１５ｂがリテーナ係合部２０
に当接して弾性変形して一旦撓む。その後、ハウジング係合部１５ｂが弾性回復し、リテ
ーナ係合部２０がハウジング係合部１５ｂの孔に嵌まり込んで係合する。これにより、リ
テーナ１５が第１ハウジング１４に取り付けられる。
【００５６】
　また、リテーナ本体部１５ａには、各第１端子１３に接続された各電線１０１に対応す
る溝が複数設けられている。リテーナ１５が第１ハウジング１４に取り付けられた状態で
は、各第１端子１３に接続された各電線１０１は、リテーナ本体部１５ａの溝の内側を溝
に沿って真っ直ぐに延びた状態で配置される。また、リテーナ本体部１５ａに設けられた
複数の溝の端部のそれぞれは、各電線１０１に接続された各第１端子１３の端部に当接可
能に配置される。第１端子１３が第１ハウジング１４から抜ける方向に変位した場合には
、第１端子１３の端部が、リテーナ本体部１５ａの溝の端部に当接する。これにより、第
１端子１３が第１ハウジング１４から抜け落ちてしまうことがより確実に防止される。
【００５７】
［第２コネクタ］
　図１０は、電気的接続装置１における第２コネクタ１２の斜視図である。図１１は、第
２コネクタ１２の平面図である。図１２は、第２コネクタ１２の斜視図であって、基板１
００とともに示す図である。
【００５８】
　図１乃至図５、図１０乃至図１２に示す第２コネクタ１２は、本発明の一実施の形態に
係るコネクタ１１として構成される第１コネクタ１１が嵌合して接続される。第２コネク
タ１２は、基板１００に対して接続された状態で、第１コネクタ１１に接続される。そし
て、第２コネクタ１２は、複数の第２端子２３、第２ハウジング２４、を備えて構成され
ている。
【００５９】
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　図１乃至図５、図１０乃至図１２に示す第２コネクタ１２の複数の第２端子２３は、第
２コネクタ１２の第２ハウジング２４に保持されている。そして、複数の第２端子２３は
、第１コネクタ１１の複数の第１端子１３に対してそれぞれ機械的及び電気的に接続され
るように構成されている。より具体的には、各第２端子２３は、第１コネクタ１１が第２
コネクタ１２に嵌合して接続された際に、各第１端子１３と嵌合することで、各第１端子
１３に対して機械的及び電気的に接続される。
【００６０】
　また、複数の第２端子２３のそれぞれは、導電性を有する金属材料で形成されており、
基板１００に対して機械的及び電気的に接続される。より具体的には、各第２端子２３は
、基板１００の表面においてはんだ付けされることによって、基板１００に対して機械的
に固定されるとともに、基板１００の導電回路パターンに対して電気的に接続される。
【００６１】
　また、複数の第２端子２３は、第２ハウジング２４において、第２ハウジング２４の幅
方向に沿って２列に並んで配置されている。第２ハウジング２４の幅方向については、図
１１にて、両端矢印Ｗで示している。尚、第２ハウジング２４の幅方向は、第２コネクタ
１２の幅方向と同じ方向となる。また、第２コネクタ１２と第１コネクタ１１とが嵌合し
て接続された状態では、第２コネクタ１２の幅方向は、第１コネクタ１１の幅方向と同じ
方向となる。
【００６２】
　複数の第２端子２３のそれぞれは、略９０度に屈曲する部分が１つ設けられており、略
Ｌ字状に延びる全体形状を有している。複数の第２端子２３のそれぞれには、端子接続部
２５、基板接続部２６、圧入部２７が設けられている。
【００６３】
　端子接続部２５は、略Ｌ字状に延びる第２端子２３の長手方向における一方の端部側の
部分として設けられている。そして、端子接続部２５は、第１コネクタ１１の第１端子１
３に嵌合することで、第１端子１３に対して機械的及び電気的に接続されるように構成さ
れている。尚、端子接続部２５は、第２コネクタ１２の第２ハウジング２４の内側におい
て、第１コネクタ１１と第２コネクタ１２とが嵌合する方向と平行な方向に沿って、片持
ち状に突出して延びるように配置されている。
【００６４】
　基板接続部２６は、略Ｌ字状に延びる第２端子２３の長手方向における他方の端部側の
部分として設けられている。即ち、基板接続部２６は、略Ｌ字状に延びる第２端子２３の
長手方向における端子接続部２５側と反対側の部分として設けられている。そして、基板
接続部２６は、基板１００に対してはんだ付けされることで、基板１００に対して機械的
及び電気的に接続されるように構成されている。尚、基板接続部２６は、その先端部分が
、第２ハウジング２４の外側に向かって、第１コネクタ１１と第２コネクタ１２とが嵌合
する方向と略垂直な方向に沿って、突出して延びるように配置されている。
【００６５】
　圧入部２７は、第２端子２３が第２ハウジング２４に圧入されて保持される際に、第２
ハウジング２４における端子圧入用孔２９に圧入されることで第２ハウジング２４に係合
して固定される部分として設けられている（図４及び図５を参照）。より具体的には、圧
入部２７は、略Ｌ字状に延びる第２端子２３の長手方向における中途部分として設けられ
、第２端子２３における略９０度に屈曲する部分と端子接続部２５との間に設けられてい
る。また、圧入部２７は、第２端子２３の長手方向に対して垂直な方向である幅方向にお
いて、端子接続部２５よりも大きく広がった部分として設けられている。即ち、圧入部２
７は、略Ｌ字状に延びる第２端子２３の長手方向において、部分的に幅が広がった拡幅部
分として設けられている。
【００６６】
　第２端子２３が第２ハウジング２４に圧入されて保持される際には、第２端子２３は、
端子接続部２５側から、第２ハウジング２４の端子圧入用孔２９に挿入される。そして、
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端子接続部２５が端子圧入用孔２９を通過して第２ハウジング２４の内側に配置された状
態で、圧入部２７が上記の端子圧入用孔２９に圧入されて嵌め込まれる。これにより、圧
入部２７が第２ハウジング２４に圧入によって係合して固定され、第２端子２３が、第２
ハウジング２４に保持される。
【００６７】
　図１乃至図５、図１０乃至図１２に示す第２コネクタ１２の第２ハウジング２４は、複
数の第２端子２３を保持するように構成されている。そして、第２ハウジング２４は、第
１コネクタ１１の第１ハウジング１４に対して嵌合するように構成されている。
【００６８】
　第２ハウジング２４は、絶縁性を有する樹脂材料で形成され、断面形状が略長方形に形
成された角筒状の部分を備えて構成されている。そして、第２ハウジング２４には、嵌合
部２８、複数の端子圧入用孔２９、一対の係合孔（３０、３０）、平坦面３１、等が設け
られている。
【００６９】
　嵌合部２８は、第１コネクタ１１の第１ハウジング１４が挿入される略長方形の形状の
開口２８ａを有している。そして、嵌合部２８は、開口２８ａから挿入された第１ハウジ
ング１４が嵌合する部分として設けられている。嵌合部２８の開口２８ａから外部に臨む
嵌合部２８の内側には、複数の第２端子２３の端子接続部２５が配置されている。
【００７０】
　複数の端子圧入用孔２９のそれぞれは、複数の第２端子２３のそれぞれが圧入部２７に
おいて圧入されて保持される孔として設けられている。そして、各端子圧入用孔２９は、
各第２端子２３の圧入部２７の断面形状に対応した断面形状の貫通孔として設けられてい
る。また、複数の端子圧入用孔２９のそれぞれは、第２ハウジング２４において、嵌合部
２８の開口２８ａ側と反対側の端部の壁部３２に貫通形成されている。そして、複数の端
子圧入用孔２９は、第２ハウジング２４における開口２８ａ側と反対側の壁部３２におい
て、第２ハウジング２４の幅方向に沿って２列に並んで設けられている。
【００７１】
　一対の係合孔（３０、３０）は、第１ハウジング１４が第２ハウジング２４に対して挿
入されて嵌合する際に、第１ハウジング１４の抜け止め部１９における一対の凸部（１９
ｂ、１９ｂ）が嵌まり込んで係合する貫通孔として設けられている。一対の係合孔（３０
、３０）は、第２ハウジング２４において、嵌合部２８の一部を構成する壁部における開
口２８ａ側の縁部分の近傍に並んで設けられている。そして、一対の係合孔（３０、３０
）は、第２ハウジング２４において、第１ハウジング１４が第２ハウジング２４に嵌合し
た際に、一対の凸部（１９ｂ、１９ｂ）に対応する位置に設けられている。
【００７２】
　第１ハウジング１４が第２ハウジング２４に嵌合する際には、一対のアーム（１９ａ、
１９ａ）が第２ハウジング２４の内側において一旦撓んだ後に弾性回復し、一対の凸部（
１９ｂ、１９ｂ）のそれぞれが、一対の係合孔（３０、３０）のそれぞれに嵌まり込む。
そして、各凸部１９ｂは、各係合孔３０に対して、各係合孔３０における開口２８ａ側の
縁部分にて係合可能な状態で、嵌まり込む。これにより、第２ハウジング２４に嵌合した
第１ハウジング１４に対して、第２ハウジング２４への嵌合方向と逆方向の外力が作用し
た場合であっても、一対の凸部（１９ｂ、１９ｂ）と一対の係合孔（３０、３０）とが係
合し、第１ハウジング１４が第２ハウジング２４から抜けて脱落してしまうことが防止さ
れる。即ち、第２コネクタ１２に嵌合して接続された第１コネクタ１１が、第２コネクタ
１２から抜けて脱落してしまうことが防止される。
【００７３】
　平坦面３１は、第２ハウジング２４の内側に設けられた平坦な面として構成されている
。より具体的には、平坦面３１は、嵌合部２８の内側で開口２８ａから外部に臨む位置に
設けられ、第１ハウジング１４が開口２８ａから挿入される方向に対して垂直な方向に沿
って平坦に広がる面として構成されている（図４及び図１１を参照）。また、平坦面３１
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は、第２ハウジング２４において、第２ハウジング２４の幅方向に沿って長く平坦に延び
る面として構成されている。更に、平坦面３１は、第２ハウジング２４の幅方向に沿って
２列に並んで配置される第２端子２３の列の間に配置されている。このため、平坦面３１
は、嵌合部２８の内側における中央の領域で、大きく平坦に広がった状態で、配置されて
いる。
【００７４】
　第２コネクタ１２が基板１００に実装されるために搬送用の吸着装置（図示せず）によ
って吸着されて搬送される際には、第２コネクタ１２は、第２ハウジング２４の平坦面３
１において、吸着装置に吸着される。吸着装置によって平坦面３１において吸着された第
２コネクタ１２は、はんだペーストが塗布された基板１００の所定位置まで搬送され、そ
の所定位置に配置される。基板１００の所定位置に第２コネクタ１２が配置されると、吸
着装置による平坦面３１の吸着動作が停止される。その後、はんだが加熱されることで、
第２コネクタ１２が基板１００に対してはんだ付けによって固定されることになる。
【００７５】
［第１端子］
　次に、電気的接続装置１の第１コネクタ１１における第１端子１３について更に詳しく
説明する。図１３は、第１端子１３の斜視図である。図１４は、第１端子１３の斜視図で
あって、図１３とは異なる角度から見た状態を示す図である。図１５は、第１端子１３の
斜視図であって、図１３及び図１４とは異なる角度から見た状態を示す図である。図１６
は、第１端子１３の正面図である。図１７は、第１端子１３の側面図である。図１８は、
第１端子１３の平面図であって、図１７に示す側面を正面側として図示した平面図である
。
【００７６】
　図３乃至図５、図７、図１３乃至図１８に示す第１端子１３は、本発明の一実施の形態
に係る端子１３を構成しており、本発明の一実施の形態におけるコネクタ１１（第１コネ
クタ１１）における端子１３として構成されている。尚、以下の説明では、前述の通り、
第１端子１３について、端子１３とも称し、第１コネクタ１１について、コネクタ１１と
も称し、第１ハウジング１４について、ハウジング１４とも称する。
【００７７】
　端子１３は、コネクタ１１のハウジング１４に対して挿入された状態で用いられるコネ
クタ１１用の端子として構成されている。そして、端子１３は、筒状壁部３３、当接部（
３４、３５）、突出部３６、係合部３７、電気接点部（３８、３９）、接点バネ部（４０
、４１）、電線かしめ部４２、導体かしめ部４３、等を備えて構成されている。
【００７８】
　図４、図１３乃至図１８に示すように、筒状壁部３３は、端子１３における角筒状の部
分として設けられている。筒状壁部３３は、筒状に延びる方向である長手方向を有してい
る。筒状壁部３３の長手方向については、図１７にて、二点鎖線の両端矢印Ｌで示してい
る。尚、筒状壁部３３の長手方向は、端子１３の長手方向と同じ方向となる。
【００７９】
　また、筒状壁部３３は、第１側壁部４４、第１側壁部４４と一体に設けられた底壁部４
５、底壁部４５と一体に設けられた第２側壁部４６、及び第２側壁部４６と一体に設けら
れた上壁部４７、を備えて構成されている。即ち、筒状壁部３３は、第１側壁部４４、底
壁部４５、第２側壁部４６、及び上壁部４７の４つの壁部を有する端子１３の角筒状の部
分として設けられている。尚、第１側壁部４４と上壁部４７とは一体に設けられておらず
、第１側壁部４４と上壁部４６とは、縁部分の一部同士において、当接可能に設けられて
いる。
【００８０】
　端子１３がハウジング１４（第１ハウジング１４）に対して挿入される際には、筒状壁
部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して筒状壁部３３の長手方向と平行に挿入
される。また、筒状壁部３３は、筒状壁部３３がハウジング１４に対して筒状壁部３３の
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長手方向と平行に挿入される方向である挿入方向における先端側において、端子挿入口３
３ａが開口している。
【００８１】
　コネクタ１１（第１コネクタ１１）と第２コネクタ１２とが接続され、端子１３（第１
端子１３）と第２端子２３とが接続される際には、端子１３の筒状壁部３３の内側に、第
２端子２３の端子接続部２５が挿入される。端子１３の筒状壁部３３に第２端子２３の端
子接続部２５が嵌合することで、端子１３と第２端子２３とが電気的及び機械的に接続さ
れる。端子１３に第２端子２３が嵌合する際には、第２端子２３の端子接続部２５は、端
子１３の筒状壁部３３の先端側で開口した筒状壁部３３の端子挿入口３３ａから、筒状壁
部３３に挿入される。
【００８２】
　図１９は、図１７のＣ－Ｃ線矢視位置における断面を示す図である。図２０は、図１７
のＤ－Ｄ線矢視位置における断面を示す図である。図１３乃至図２０に示すように、当接
部（３４、３５）は、複数設けられている。本実施形態では、２つの当接部（３４、３５
）が設けられた端子１３の形態を例示している。
【００８３】
　複数の当接部（３４、３５）のそれぞれは、上壁部４７の縁部分の一部として設けられ
ている。より具体的には、複数の当接部（３４、３５）のそれぞれは、上壁部４７の縁部
分の一部であって、第１側壁部４４の縁部分に対して隙間を介して対向する位置に配置さ
れた上壁部４７の縁部分の一部として設けられている。そして、複数の当接部（３４、３
５）のそれぞれは、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ際に第１側壁部４４の縁部
分と当接するように構成されている。
【００８４】
　また、複数の当接部（３４、３５）のそれぞれは、上壁部４７において、筒状壁部３３
の長手方向における互いに離れた位置に設けられている。当接部３４は、上壁部４７にお
いて、筒状壁部３３のハウジング１４への挿入方向の先端側（即ち、筒状壁部３３の長手
方向における端子挿入口３３ａ側）の端部に設けられている。一方、当接部３５は、上壁
部４７において、筒状壁部３３の上記の先端側と反対側（即ち、筒状壁部３３の長手方向
における端子挿入口３３ａ側と反対側）の端部に設けられている。
【００８５】
　図１３乃至図２０に示すように、突出部３６は、端子１３において、上壁部４７から凸
状又は突起状に突出して設けられている。更に、突出部３６は、筒状壁部３３がハウジン
グ１４に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に、ハウジング１４と当接す
るように構成されている。そして、突出部３６は、このようにハウジング１４と当接する
ことで、筒状壁部３３がハウジング１４の奥側に向かって所定の挿入姿勢と異なる姿勢で
挿入されることを規制するように構成されている。即ち、突出部３６は、端子１３におい
て、端子１３のハウジング１４への誤装着の防止のための誤装着防止部分として設けられ
ている。
【００８６】
　また、突出部３６は、本実施形態では、上壁部４７の縁部分において突出して設けられ
ている。より具体的には、突出部３６は、屈曲部３６ａと突出端部３６ｂとを有して構成
されている。屈曲部３６ａは、上壁部４７の縁部分の一部と一体に設けられるとともに、
上壁部４７に対して屈曲して延びる部分として設けられている。突出端部３６ｂは、屈曲
部３６ａから片持ち状に突出して延びる部分として設けられている。突出端部３６ｂは、
上壁部４７が広がる面方向に対して略垂直な方向に沿って上壁部４７から突出するように
設けられている。更に、突出部３６は、筒状壁部３３において、筒状壁部３３のハウジン
グ１４への挿入方向における先端側に設けられている。
【００８７】
　突出部３６は、筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して所定の挿入姿
勢で挿入された際に、ハウジング１４の挿入姿勢規制溝１８に対して摺動して嵌まり込む
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ように、構成されている。筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して所定
の挿入姿勢で挿入されると、端子１３がハウジング１４に対して奥まで正しく嵌まり込ん
で挿入されることになる。よって、端子１３がハウジング１４に対して奥まで正しく嵌ま
り込むための上記の所定の挿入姿勢は、突出部３６が挿入姿勢規制溝１８に対して摺動し
て嵌まり込むように筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して挿入される
姿勢として構成される。
【００８８】
　筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢
で挿入されると、突出部３６が、ハウジング１４における端子挿入孔１６の開口の縁部分
に当接することになる。即ち、突出部３６が、端子挿入孔１６の縁部分であって挿入姿勢
規制溝１８が設けられている部分とは異なる部分と当接することになる。これにより、筒
状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿
入されると、突出部３６が端子挿入孔１６の縁部分と当接し、筒状壁部３３がハウジング
１４の奥側に向かって挿入されることが規制される。即ち、端子１３のハウジング１４へ
の誤装着が防止される。
【００８９】
　尚、上壁部４７の縁部分において突出して設けられた突出部３６は、上壁部４７の縁部
部において、切り欠き部４８を介して、当接部３４に隣接して配置されている。即ち、上
壁部４７の縁部分においては、当接部３４と突出部３６との間には、切り欠き部４８が設
けられている。そして、当接部３４と突出部３６とは、上壁部４７の縁部分において、凹
み形状に形成された切り欠き部４８によって区画された隙間を介して、配置されている。
このように、上壁部４７の縁部分において、当接部３４と突出部３６との間に切り欠き部
４８が設けられていることにより、両者の一方に作用した外力によって他方にも過大な応
力が作用してしまうことが抑制される。即ち、切り欠き部４８が設けられていることによ
り、当接部３４及び突出部３６の一方に外力が作用した際に、外力が直接に作用していな
い当接部３４及び突出部３６の他方にも過大な応力が作用してしまうことが抑制される。
【００９０】
　図２１は、図１８のＥ－Ｅ線矢視位置における断面を示す図である。図４、図１３、図
１５乃至図１７、図１９、図２１に示すように、係合部３７は、筒状壁部３３に設けられ
ており、本実施形態では、筒状壁部３３の底壁部４５に設けられている。そして、係合部
３７は、筒状壁部３３がハウジング１４に対して前述の所定の挿入姿勢で挿入された際に
、ハウジング１４の内部に設けられた被係合部１７に係合可能に構成されている。
【００９１】
　本実施形態では、係合部３７は、底壁部４５の一部が筒状壁部３３の外側に向かって切
り起こされることで形成され、底壁部４５から外側に向かって突出した部分として設けら
れている。更に、係合部３７は、筒状壁部３３のハウジング１４への挿入方向の先端側か
ら挿入方向と反対側に向かって、且つ、筒状壁部３３の長手方向に対して斜めの方向に向
かって、底壁部４５から外側に突出している。これにより、筒状壁部３３がハウジング１
４の端子挿入孔１６に対して所定の挿入姿勢で挿入された状態では、係合部３７と被係合
部１７とが確実に係合し、筒状壁部３３が端子挿入孔１６から抜けてしまうことが防止さ
れる。即ち、筒状壁部３３に端子挿入孔１６から抜き出す方向の外力が作用した場合であ
っても、係合部３７の先端部が、被係合部１７の凹部１７ａに嵌まり込んで確実に係合し
、筒状壁部３３が端子挿入孔１６から抜けてしまうことが防止される。
【００９２】
　また、端子１３の係合部３７及びハウジング１４の被係合部１７は、筒状壁部３３がハ
ウジング１４に対して前述の所定の挿入姿勢で挿入された際に、係合部３７及び被係合部
１７の一方が他方に当接して弾性変形した後に弾性回復し、互いに係合可能に構成されて
いる。尚、本実施形態の係合部３７及び被係合部１７では、筒状壁部３３がハウジング１
４に所定の挿入姿勢で挿入された際に、被係合部１７が係合部３７に当接して弾性変形し
た後に弾性回復し、係合部３７と被係合部１７とが係合可能なように、構成されている。
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即ち、本実施形態では、筒状壁部３３が端子挿入孔１６に所定の挿入姿勢で挿入されると
、係合部３７に当接して乗り上げるようにして被係合部１７が一旦撓んで弾性変形する。
そして、筒状壁部３３が端子挿入孔１６の奥側まで挿入されると、被係合部１７が弾性回
復し、係合部３７の先端部が、被係合部１７の凹部１７ａに嵌まり込んで係合可能な位置
に位置した状態が、維持されることになる。
【００９３】
　また、係合部３７は、筒状壁部３３において、突出部３６に対して、筒状壁部３３の長
手方向においてずれた位置に又は離れた位置に設けられている（図１７を参照）。そして
、本実施形態では、突出部３６は、筒状壁部３３において、係合部３７に対して、筒状壁
部３３のハウジング１４への挿入方向における先端側に設けられている。そして、係合部
３７は、筒状壁部３３において、突出部３６に対して、上記の挿入方向と反対方向に向か
ってずれた位置に又は離れた位置に設けられている。
【００９４】
　図５、図１５、図１６、図１９乃至図２１に示すように、電気接点部（３８、３９）は
、筒状壁部３３の内側に設けられている。そして、電気接点部（３８、３９）は、筒状壁
部３３の内側に第２端子２３の端子接続部２５が挿入されて嵌合した際に、端子接続部２
５に対して電気的に接続される部分として構成されている。本実施形態では、電気接点部
（３８、３９）は、一対で設けられており、筒状壁部３３に端子接続部２５が嵌合した際
には、端子接続部２５の側面の両側から挟み込むようにして、端子接続部２５に対して接
触する。これにより、電気接点部（３８、３９）と端子接続部２５とが電気的に接続され
、端子１３と第２端子２３とが電気的に接続される。
【００９５】
　図５、図１３乃至図２１に示すように、接点バネ部（４０、４１）は、一対で設けられ
ている。そして、一対の接点バネ部（４０、４１）は、第１側壁部４４の一部及び第２側
壁部４６の一部として設けられ、それぞれ片持ち状に延びる板バネ状の部分として設けら
れている。より具体的には、接点バネ部４０は、第１側壁部４４の一部として設けられ、
筒状壁部３３の長手方向に沿って片持ち状に延びる板バネ状の部分として設けられている
。そして、接点バネ部４０は、第２側壁部４６の一部として設けられ、筒状壁部３３の長
手方向に沿って片持ち状に延びる板バネ状の部分として設けられている。
【００９６】
　第１側壁部４４の一部である接点バネ部４０は、上記の通り、筒状壁部３３の長手方向
に沿って片持ち状に延びている。このため、接点バネ部４０における筒状壁部３３の長手
方向に沿って延びる両側の縁部分のうち、一方は、底壁部４５の縁部分に対して隙間を介
して対向し、他方は、上壁部４７の縁部分に対して隙間を介して対向している。
【００９７】
　また、第２側壁部４６の一部である接点バネ部４１は、上記の通り、筒状壁部３３の長
手方向に沿って片持ち状に延びている。このため、接点バネ部４１における筒状壁部３３
の長手方向に沿って延びる両側の縁部分のうち、一方は、底壁部４５の縁部分に対して隙
間を介して対向し、他方は、上壁部４７の縁部分に対して隙間を介して対向している。
【００９８】
　また、接点バネ部（４０、４１）は、上壁部４７の縁部に対して、筒状壁部３３の幅方
向における内側に配置されている。より具体的には、接点バネ部４０は、筒状壁部３３の
幅方向の内側に向かって湾曲した部分を有し、上壁部４７における第１側壁部４４側の縁
部に対して、筒状壁部３３の幅方向の内側に配置されている。そして、接点バネ部４１は
、筒状壁部３３の幅方向の内側に向かって湾曲した部分を有し、上壁部４７における第２
側壁部４６側の縁部に対して、筒状壁部３３の幅方向の内側に配置されている。尚、筒状
壁部３３の幅方向は、筒状壁部３３の長手方向に対して垂直な方向であって、第１側壁部
４４と第２側壁部４６とが互いに対向する方向である。
【００９９】
　また、本実施形態では、電気接点部（３８、３９）は、片持ち状に延びる一対の接点バ
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ネ部（４０、４１）のそれぞれの先端側に設けられている。尚、電気接点部３８は、接点
バネ部４０の先端側の内側に設けられている。そして、電気接点部３９は、接点バネ部４
１の先端側の内側に設けられている。
【０１００】
　図４、図５、図１３乃至図１８、図２１に示すように、端子１３には、電線１０１の端
部に対してかしめにより接合されて固定される部分として、電線かしめ部４２及び導体か
しめ部４３が設けられている。電線かしめ部４２は、電線１０１の端部に対して被覆部１
０１ａの外側からかしめにより接合されて固定される部分として設けられている。そして
、電線かしめ部４２は、電線１０１の端部へのかしめのために折り曲げられる一対の爪部
を有している。導体かしめ部４３は、電線１０１の端部において被覆部１０１ａが除去さ
れて導体１０１ｂが露出した部分に対してかしめにより接合されて固定される部分として
設けられている。そして、導体かしめ部４３は、電線１０１の端部へのかしめのために折
り曲げられる一対の爪部を有している。端子１３は、導体かしめ部４３で電線１０１の端
部の導体１０１ｂに接合されることで、電線１０１に対して電気的及び機械的に接続され
る。そして、端子１３は、電線かしめ部４２で電線１０１の端部に接合されることで、電
線１０１に対して機械的により強固に接続される。
【０１０１】
［本実施形態の作用効果］
　本実施形態の端子１３は、その筒状壁部３３がコネクタ１１のハウジング１４に対して
所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に、突出部３６がハウジング１４と当接する
ことで、筒状壁部３３がハウジング１４の奥側に向かって挿入されることが規制される。
これにより、端子１３のハウジング１４への誤装着が防止される。即ち、端子１３におい
ては、突出部３６が、端子１３のハウジング１４への誤装着の防止のための誤装着防止部
分として設けられている。
【０１０２】
　そして、本実施形態の端子１３には、所定の挿入姿勢でハウジング１４に挿入された際
にハウジング１４の内部の被係合部１７と係合可能な係合部３７が設けられている。そし
て、係合部３７及び被係合部１７は、その一方が他方に対して当接して弾性変形した後に
弾性回復することで、互いに係合可能となる。端子１３の係合部３７が上記のようにハウ
ジング１４に係合することで、ハウジング１４に挿入された端子１３がハウジング１４か
ら外れて離脱してしまうことが防止される。即ち、端子１３においては、係合部３７が、
端子１３がハウジング１４から離脱してしまうことを防止するための離脱防止部分として
設けられている。
【０１０３】
　更に、本実施形態の端子１３においては、係合部３７は、筒状壁部３３において、突出
部３６に対して、長手方向においてずれた位置に又は離れた位置に設けられている。この
ため、本実施形態の端子１３によると、誤装着防止部分としての突出部３６と、離脱防止
部分としての係合部３７とが、筒状壁部３３において長手方向にずれて又は離れて独立し
た状態で設けらている。これにより、本実施形態の端子１３によると、誤装着防止部分と
しての突出部３６と、離脱防止部分としての係合部３７とが、互いの位置による制約を受
けてしまうことを抑制できる。
【０１０４】
　また、本実施形態の端子１３によると、筒状壁部３３は、第１側壁部４４、底壁部４５
、第２側壁部４６、及び上壁部４７が、この順番で一体に設けられることで構成されてお
り、簡素な構造で構成されている。更に、本実施形態の端子１３においては、誤装着防止
部分としての突出部３６は、上壁部４７から凸状又は突起状に突出して設けられた簡素な
構造で構成されている。また、本実施形態の端子１３によると、上壁部４７の縁部分の一
部が、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ際に第１側壁部４４の縁部分と当接する
当接部（３４、３５）として構成されている。このため、端子１３が、所定の挿入姿勢と
異なる姿勢でハウジング１４に挿入され、突出部３６がハウジング１４に当接し、突出部
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３６が設けられた上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ場合であっても、当接部（３
４、３５）が第１側壁部４４の縁部分と当接し、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に倒れ
込んでしまうことが防止される。これにより、突出部３６がハウジング１４に当接した状
態が維持され、誤装着防止部分としての突出部３６の適切な作動が保証されることになる
。また、本実施形態の端子１３によると、誤装着防止部分としての突出部３６の適切な作
動の保証を実現する構造が、簡素な構造の筒状壁部３３、簡素な構造の突出部３６、及び
、上壁部４７の縁部分の一部として設けられて第１側壁部４４の縁部分と当接する簡素な
構造の当接部（３４、３５）、による簡素な構造によって実現されている。よって、本実
施形態の端子１３によると、誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現する
ことができる。
【０１０５】
　以上のように、本実施形態によると、端子１３のハウジング１４への誤装着の防止のた
めの誤装着防止部分と、端子１３がハウジング１４から離脱してしまうことを防止するた
めの離脱防止部分とが、互いの位置による制約を受けてしまうことを抑制できるとともに
、誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素な構造で実現することができる端子１３を提
供することができる。
【０１０６】
　また、本実施形態によると、突出部３６が、端子１３のハウジング１４への挿入方向に
おける先端側に設けられる。このため、端子１３が、所定の挿入姿勢と異なる姿勢でハウ
ジング１４に挿入された際、突出部３６がハウジング１４における端子１３が挿入される
孔である端子挿入孔１６の開口の縁部分で当接し、端子１３における筒状壁部３３の先端
側の部分以外の多くの部分が、ハウジング１４から露出した状態となる。これにより、端
子１３が所定の挿入姿勢と異なる姿勢でハウジング１４に挿入されて誤装着が発生した状
態が、より明確に示されることになる。よって、端子１３をハウジング１４に挿入する作
業を行う作業者は、誤装着が発生したことを速やかに且つ容易に視認して認識することが
できる。
【０１０７】
　更に本実施形態によると、係合部３７は、筒状壁部３３において、突出部３６に対して
、端子１３のハウジング１４への挿入方向と反対方向に向かってずれた位置に又は離れた
位置に設けられている。このため、離脱防止部分としての係合部３７の位置が、端子１３
の先端側から反対側にずれた位置に又は離れた位置に設定され、端子１３の先端側に設け
られた突出部３６の位置による制約を受けてしまうことが抑制される。また、係合部３７
の位置が、端子１３の先端側からずれた位置に又は離れた位置に設定されるため、筒状壁
部３３におけるより剛性の高い部分に、係合部３７を設けることができる。これにより、
より剛性の高い係合部３７を容易に構成することができる。
【０１０８】
　また、本実施形態によると、突出部３６が、上壁部４７の縁部分の一部と一体の屈曲部
３６ａと、屈曲部３６ａから片持ち状に延びる突出端部３６ｂとを備えた簡素な構造で構
成される。よって、更に簡素な構造で突出部３６を実現することができる。
【０１０９】
　また、本実施形態によると、電気接点部（３８、３９）がそれぞれ設けられた一対の接
点バネ部（４０、４１）が、第１側壁部４４の一部及び第２側壁部４６の一部として構成
される。このため、第１側壁部４４の一部及び第２側壁部４６の一部を一対の接点バネ部
（４０、４１）として機能させることができ、簡素な構造で一対の接点バネ部（４０、４
１）を実現することができる。更に、片持ち状に延びる板バネ状の部分として設けられて
先端側に電気接点部（３８、３９）が設けられた一対の接点バネ部（４０、４１）のそれ
ぞれは、第１側壁部４４又は第２側壁部４６の一部として構成される。この構成のため、
片持ち状に延びる板バネの根元部分から先端側の電気接点部（３８、３９）までのアーム
長を長く設定することを容易に実現することができる。また、一対の接点バネ部（４０、
４１）は、第１側壁部４４及び第２側壁部４６に設けられ、上壁部４７に設けられていな
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いため、突出部３６が設けられる上壁部４７の強度に影響が生じてしまうことを抑制する
ことができる。
【０１１０】
　また、本実施形態によると、第１及び第２側壁部（４４、４６）の各一部として設けら
れた接点バネ部（４０、４１）が、上壁部４７の縁部よりも筒状壁部３３の幅方向の内側
に配置される。このため、端子１３が外部の物体と接触した場合であっても、外部の物体
が接点バネ部（４０、４１）に接触して外力を作用させて接点バネ部（４０、４１）を変
形或いは破損させてしまうことを、効率よく抑制することができる。とくに、複数の端子
１３が纏めて搬送される際、他の端子１３が接点バネ部（４０、４１）に接触して外力を
作用させて接点バネ部（４０、４１）を変形或いは破損させてしまうことを、効率よく抑
制することができる。
【０１１１】
　また、本実施形態によると、上壁部４７の縁部分の一部として設けられる当接部（３４
、３５）が、複数設けられる。更に、複数の当接部（３４、３５）のそれぞれは、筒状壁
部３３の長手方向における互いに離れた位置に設けられる。このため、端子１３が、所定
の挿入姿勢と異なる姿勢でハウジング１４に挿入され、突出部３６がハウジング１４に当
接し、突出部３６が設けられた上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ場合であっても
、離れて設けられた複数の当接部（３４、３５）が第１側壁部４４の縁部分と当接する。
これにより、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に倒れ込んでしまうことがより確実に防止
される。そして、突出部３６がハウジング１４に当接した状態をより確実に維持でき、誤
装着防止部分としての突出部３６の適切な作動をより確実に保証することができる。
【０１１２】
　また、本実施形態のコネクタ１１によると、端子１３と同様の効果を奏することができ
る。即ち、本実施形態によると、誤装着防止部分と離脱防止部分とが互いの位置による制
約を受けてしまうことを抑制できるとともに誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡素な
構造で実現することができる端子１３を備えるコネクタ１１、を提供することができる。
また、本実施形態によると、コネクタ１１のハウジング１４においても、端子１３の係合
部３７に係合する被係合部１７の位置と、端子１３の突出部３６に対応する部分である挿
入姿勢規制溝１８の位置とが、独立した位置に設けられることになる。このため、コネク
タ１１のハウジング１４においても、端子１３の係合部３７に係合する被係合部１７の位
置と、端子１３の突出部３６に対応する部分の位置とが、互いの位置による制約を受けて
しまうことを抑制できる。更に、これによって、コネクタ１１の設計の自由度を向上させ
ることができる。
【０１１３】
　また、本実施形態の電気的接続装置１によると、端子１３と同様の効果を奏することが
できる。即ち、本実施形態によると、誤装着防止部分と離脱防止部分とが互いの位置によ
る制約を受けてしまうことを抑制できるとともに誤装着防止部分の適切な作動の保証を簡
素な構造で実現することができる端子１３を備える電気的接続装置１、を提供することが
できる。また、本実施形態によると、第２コネクタ１２における第２ハウジング２４の嵌
合部２８の内側に、第２ハウジング２４の嵌合部２８の開口２８ａから外部に臨むととも
に第１コネクタ１１の第１ハウジング１４が挿入される方向に対して垂直な方向に沿って
平坦に広がる平坦面３１が設けられている。このため、第２コネクタ１２が基板１００に
実装されるために搬送用の吸着装置によって吸着されて搬送される際に、第２コネクタ１
２を平坦面３１において容易に吸着できる。更に、搬送用の吸着装置によって、第２コネ
クタ１２を安定した状態で保持することができる。よって、第２コネクタ１２の基板１０
０への実装を容易に行うことができる。また、前述の通り、電気的接続装置１における第
１コネクタ１１によると、設計の自由度を向上させることができる。従って、本実施形態
の電気的接続装置１によると、第１コネクタ１１の設計の自由度を向上させることができ
るとともに、第２コネクタ１２の基板１００への実装を容易に行うことができる。
【０１１４】
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［変形例］
　以上、本発明の一実施の形態について説明したが、本発明は上述の実施の形態に限られ
るものではなく、特許請求の範囲に記載した限りにおいて様々な変更が可能なものである
。例えば、次のように変更して実施してもよい。
【０１１５】
（１）図２２は、第１の変形例に係る端子５１の正面図である。第１の変形例に係る端子
５１は、前述の実施形態の端子１３と同様に構成されているが、係合部（３７、６１、６
２、６３）の構成において、前述の実施形態の端子１３とは異なっている。以下、第１の
変形例に係る端子５１について、前述の実施形態の端子１３と異なる構成についてのみ説
明する。そして、前述の実施形態と同様に構成される要素については、図面において同一
の符号を付すことで、又は、前述の実施形態で説明した要素の説明を引用することで、重
複する説明を適宜省略する。
【０１１６】
　端子１３は、係合部３７が１つのみ設けられていたが、端子５１は、図２２に示す通り
、係合部（３７、６１、６２、６３）が複数設けられている。尚、図２２に示す例では、
係合部（３７、６１、６２、６３）が４つ設けられた端子５１の形態を例示している。
【０１１７】
　係合部３７は、端子１３の係合部３７と同様に構成され、底壁部４５に設けられている
。係合部６１は、端子１３の係合部３７と同様に構成され、第１側壁部４４に設けられて
いる。係合部６２は、端子１３の係合部３７と同様に構成され、第２側壁部４６に設けら
れている。係合部６３は、端子１３の係合部３７と同様に構成され、上壁部４７に設けら
れている。
【０１１８】
　係合部（３７、６１、６２、６３）は、いずれも、筒状壁部３３に設けられ、筒状壁部
３３が、端子５１が保持されるハウジング（図示省略）に対して所定の挿入姿勢で挿入さ
れた際に、上記ハウジングの内部に設けられた被係合部（図示省略）に係合可能に構成さ
れている。
【０１１９】
　第１の変形例に係る端子５１のように、複数の係合部（３７、６１、６２、６３）が設
けられた形態が実施されてもよい。また、係合部の数及び位置は、端子１３及び端子５１
の例に限らず、種々変更して実施してもよい。即ち、係合部が２つ、３つ、或いは５つ以
上設けられた形態の端子が実施されてもよい。また、係合部が設けられる位置は、筒状壁
部であればよく、第１側壁部、底壁部、第２側壁部、上壁部の少なくともいずれかであれ
ばよい。また、上記のような変形例に係る端子を備えたコネクタが実施されてもよい。ま
た、上記のような変形例に係る端子を備えた電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１２０】
（２）図２３は、第２の変形例に係る端子５２の正面図である。第２の変形例に係る端子
５２は、前述の実施形態の端子１３と同様に構成されているが、突出部６４の構成におい
て、前述の実施形態の端子１３とは異なっている。以下、第２の変形例に係る端子５２に
ついて、前述の実施形態の端子１３と異なる構成についてのみ説明する。そして、前述の
実施形態と同様に構成される要素については、図面において同一の符号を付すことで、又
は、前述の実施形態で説明した要素の説明を引用することで、重複する説明を適宜省略す
る。
【０１２１】
　端子１３は、突出部３６が上壁部４７の縁部分に設けられていたが、端子５２は、図２
３に示す通り、突出部６４が上壁部４７における幅方向の中央部分に設けられている。尚
、上壁部４７の幅方向は、筒状壁部３３の幅方向と同じ方向となる。
【０１２２】
　突出部６４は、上壁部４７の幅方向における中央部分から凸状又は突起状に突出して設
けられている。更に、突出部６４は、筒状壁部３３が、端子５２が保持されるハウジング
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（図示省略）に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に、上記ハウジングと
当接するように構成されている。そして、突出部６４は、このように上記ハウジングと当
接することで、筒状壁部３３が上記ハウジングの奥側に向かって所定の挿入姿勢と異なる
姿勢で挿入されることを規制するように構成されている。
【０１２３】
　第２の変形例に係る端子５２のように、上壁部４７における縁部分以外の部分に突出部
６４が設けられた形態が実施されてもよい。また、突出部の数及び上壁部における位置は
、端子１３及び端子５２の例に限らず、種々変更して実施してもよい。また、上記のよう
な変形例に係る端子を備えたコネクタが実施されてもよい。また、上記のような変形例に
係る端子を備えた電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１２４】
（３）図２４は、第３の変形例に係る端子５３の側面図であって、第３の変形例に係る端
子５３の一部を切欠き状態で示す図である。第３の変形例に係る端子５３は、前述の実施
形態の端子１３と同様に構成されているが、係合部６５の形状において、前述の実施形態
の端子１３とは異なっている。以下、第３の変形例に係る端子５３について、前述の実施
形態の端子１３と異なる構成についてのみ説明する。そして、前述の実施形態と同様に構
成される要素については、図面において同一の符号を付すことで、又は、前述の実施形態
で説明した要素の説明を引用することで、重複する説明を適宜省略する。
【０１２５】
　端子５３の係合部６５は、筒状壁部３３の底壁部４５に設けられている。そして、端子
５３の係合部６５は、筒状壁部３３が、端子５３が保持されるハウジング（図示省略）に
対して所定の挿入姿勢で挿入された際に、上記ハウジングの内部に設けられた被係合部（
図示省略）に係合可能に構成されている。また、端子５３の係合部６５は、端子１３の係
合部３７と同様に、筒状壁部３３の上記ハウジングへの挿入方向の先端側から挿入方向と
反対側に向かって、且つ、筒状壁部３３の長手方向に対して斜めの方向に向かって、底壁
部４５から外側に突出している。しかし、端子５３の係合部６５は、端子１３の係合部３
７に比して、筒状壁部３３のより先端側から突出しており、更に、より長く突出している
。即ち、筒状壁部３３の上記ハウジングへの挿入方向の先端側から挿入方向と反対側に向
かって、且つ、筒状壁部３３の長手方向に対して斜めの方向に向かって、底壁部４５から
外側に突出した長さが、端子５３の係合部６５の方が、端子１３の係合部３７よりも、長
く設定されている。
【０１２６】
　第３の変形例に係る端子５３のように、係合部の形状が異なる形態が実施されてもよい
。また、係合部の形状は、端子１３及び端子５３の例に限らず、種々変更して実施しても
よい。また、上記のような変形例に係る端子を備えたコネクタが実施されてもよい。また
、上記のような変形例に係る端子を備えた電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１２７】
（４）図２５は、第４の変形例に係る端子５４の斜視図であって、第４の変形例に係る端
子５４の一部を切欠き状態で示す図である。第４の変形例に係る端子５４は、前述の実施
形態の端子１３と同様に構成されているが、突出部６６及び当接部６７の構成において、
前述の実施形態の端子１３とは異なっている。以下、第４の変形例に係る端子５４につい
て、前述の実施形態の端子１３と異なる構成についてのみ説明する。そして、前述の実施
形態と同様に構成される要素については、図面において同一の符号を付すことで、又は、
前述の実施形態で説明した要素の説明を引用することで、重複する説明を適宜省略する。
【０１２８】
　端子１３においては、上壁部４７において、当接部３４が、筒状壁部３３のハウジング
１４への挿入方向の先端側の端部に設けられ、突出部３６が、当接部３４に対して、筒状
壁部３３の上記の先端側と反対側に設けられている。しかし。端子５４においては、当接
部６７及び突出部６６の位置が、上記の当接部３４及び突出部３６の位置とは、逆の位置
に設定されている。即ち、端子５４においては、突出部６６が、筒状壁部３３のハウジン
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グ（端子５４が保持されるハウジング）への挿入方向の先端側の端部に設けられている。
そして、当接部６７は、突出部６６に対して、筒状壁部３３の上記の先端側と反対側に設
けられている。
【０１２９】
　また、端子１３においては、突出部３６は、上壁部４７における筒状壁部３３の長手方
向に沿った縁部分に設けられている。しかし、端子１３とは異なり、端子５４においては
、突出部６６は、上壁部４７における端子挿入口３３ａ側の縁部分から凸状又は突起状に
突出して設けられている。そして、突出部６６は、筒状壁部３３が、端子５４が保持され
るハウジング（図示省略）に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入された際に、上記
ハウジングと当接するように構成されている。更に、突出部６６は、このように上記ハウ
ジングと当接することで、筒状壁部３３が上記ハウジングの奥側に向かって所定の挿入姿
勢と異なる姿勢で挿入されることを規制するように構成されている。
【０１３０】
　端子５４の当接部６７は、端子１３の当接部３４と同様に、上壁部４７の縁部分の一部
として設けられている。しかし、当接部６７は、突出部６６に対して、端子１３に設けら
れているような切欠き部４８を介さずに一体に隣接して設けられており、更に、突出部６
６に対して、筒状壁部３３の上記の先端側と反対側に設けられている。当接部６７は、上
壁部４７の縁部分の一部であって、第１側壁部４４の縁部分に対して隙間を介して対向す
る位置に配置された上壁部４７の縁部分の一部として設けられている。そして、当接部６
７は、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ際に第１側壁部４４の縁部分と当接する
ように構成されている。
【０１３１】
　第４の変形例に係る端子５４のように、上壁部４７における端子挿入口３３ａ側の縁部
分に突出部６６が設けられた形態が実施されてもよい。また、上記のような変形例に係る
端子を備えたコネクタが実施されてもよい。また、上記のような変形例に係る端子を備え
た電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１３２】
（５）図２６は、第５の変形例に係る端子５５の斜視図であって、第５の変形例に係る端
子５５の一部を切欠き状態で示す図である。第５の変形例に係る端子５５は、前述の実施
形態の端子１３と同様に構成されているが、突出部６８及び当接部６９の構成において、
前述の実施形態の端子１３とは異なっている。以下、第５の変形例に係る端子５５につい
て、前述の実施形態の端子１３と異なる構成についてのみ説明する。そして、前述の実施
形態と同様に構成される要素については、図面において同一の符号を付すことで、又は、
前述の実施形態で説明した要素の説明を引用することで、重複する説明を適宜省略する。
【０１３３】
　端子１３においては、突出部３６が上端壁４７の縁部分に設けられている。しかし、端
子５５においては、突出部６８は、上端壁４７の縁部分に設けられておらず、上端壁４７
の一部が筒状壁部３３の外側に向かって切り起こされることで形成されている。より具体
的には、端子５５の上壁部４７には、上壁部４７における幅方向の中央部分において、切
り込み部７０が設けられている。尚、上壁部４７の幅方向は、筒状壁部３３の幅方向と同
じ方向となる。そして、切り込み部７０が形成された際に上端壁４７から切り起こされた
部分の一部が、筒状壁部３３の外側に向かって突出するように切り起こされ、突出部６８
が形成されている。
【０１３４】
　端子５５の突出部６８は、上壁部４７の幅方向における中央部分の一部が凸状又は突起
状に突出するように切り起こされて設けられている。更に、突出部６８は、筒状壁部３３
が、端子５５が保持されるハウジング（図示省略）に対して所定の挿入姿勢と異なる姿勢
で挿入された際に、上記ハウジングと当接するように構成されている。そして、突出部６
８は、このように上記ハウジングと当接することで、筒状壁部３３が上記ハウジングの奥
側に向かって所定の挿入姿勢と異なる姿勢で挿入されることを規制するように構成されて
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いる。
【０１３５】
　端子５５の当接部６９は、端子１３の当接部３４と同様に、上壁部４７の縁部分の一部
として設けられている。しかし、当接部６９は、上壁部４７の縁部分における筒状壁部３
３の長手方向に沿って長く延びた部分として設けられ、第１側壁部４４の縁部分に対して
複数個所で当接可能に設けられている。このため、当接部６９は、第１側壁部４４の縁部
分に対して複数個所で隙間を介して対向するように設けられている。そして、当接部６９
は、上壁部４７が筒状壁部３３の内側に撓んだ際に第１側壁部４４の縁部分と複数個所で
当接するように構成されている。
【０１３６】
　第５の変形例に係る端子５５のように、上壁部４７の一部が凸状又は突起状に突出する
ように切り起こされて形成された突出部６８が設けられ、第１側壁部４４の縁部分と複数
個所で当接する当接部６９が設けられた形態が実施されてもよい。また、上記のような変
形例に係る端子を備えたコネクタが実施されてもよい。また、上記のような変形例に係る
端子を備えた電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１３７】
（６）図２７は、第６の変形例に係る端子５６の斜視図であって、第６の変形例に係る端
子５６の一部を切欠き状態で示す図である。第６の変形例に係る端子５６は、前述の実施
形態の端子１３と同様に構成されているが、上壁部４７及び第１側壁部４４に嵌め合わせ
部（７１、７２）が設けられている点において、前述の実施形態の端子１３とは異なって
いる。以下、第６の変形例に係る端子５６について、前述の実施形態の端子１３と異なる
構成についてのみ説明する。そして、前述の実施形態と同様に構成される要素については
、図面において同一の符号を付すことで、又は、前述の実施形態で説明した要素の説明を
引用することで、重複する説明を適宜省略する。
【０１３８】
　嵌め合わせ部７１は、上壁部４７において、上壁部４７の幅方向に沿って溝状又はスリ
ット状に凹んだ部分として設けられている。尚、上壁部４７の幅方向は、筒状壁部３３の
幅方向と同じ方向となる。一方、嵌め合わせ部７２は、第１側壁部４４の縁部から片持ち
状の爪状に突出して延びた部分として設けられている。嵌め合わせ部７２は、嵌め合わせ
部７１に嵌まり込む形状に形成されている。そして、嵌め合わせ部７１に嵌め合わせ部７
２が嵌まり込んだ部分は、角筒状の筒状壁部３３の一部を構成している。
【０１３９】
　第６の変形例に係る端子５６のように、溝状又はスリット状に凹んだ嵌め合わせ部７１
と片持ち状の爪状に突出して延びた嵌め合わせ部７２とが嵌り合う部分が筒状壁部３３に
設けられた形態が実施されてもよい。また、上記のような変形例に係る端子を備えたコネ
クタが実施されてもよい。また、上記のような変形例に係る端子を備えた電気的接続装置
が実施されてもよい。
【０１４０】
（７）図２８は、第７の変形例に係る端子５７の斜視図であって、第７の変形例に係る端
子５７の一部を切欠き状態で示す図である。第７の変形例に係る端子５７は、前述の実施
形態の端子１３と同様に構成されているが、摺動リブ７３が更に設けられている点におい
て、前述の実施形態の端子１３とは異なっている。以下、第７の変形例に係る端子５７に
ついて、前述の実施形態の端子１３と異なる構成についてのみ説明する。そして、前述の
実施形態と同様に構成される要素については、図面において同一の符号を付すことで、又
は、前述の実施形態で説明した要素の説明を引用することで、重複する説明を適宜省略す
る。
【０１４１】
　摺動リブ７３は、第１側壁部４４の縁部分に設けられ、第１側壁部４４の縁部から凸状
又は突起状に突出して設けられている。そして、摺動リブ７３は、筒状壁部３３の長手方
向において、突出部３６と同一直線上に沿って並んで配置されている。摺動リブ７３は、
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筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６に対して所定の挿入姿勢で挿入された際
に、ハウジング１４の挿入姿勢規制溝１８に対して、突出部３６とともに、摺動して嵌ま
り込むように、構成されている。即ち、筒状壁部３３がハウジング１４の端子挿入孔１６
に対して所定の挿入姿勢で挿入されると、まず、突出部３６が挿入姿勢規制溝１８に摺動
して嵌まり込み、次いで、摺動リブ７３が挿入姿勢規制溝１８に摺動して嵌まり込む。こ
のような摺動リブ７３が更に設けられていることで、端子５７のハウジング１４への所定
の挿入姿勢での挿入動作をより円滑に行うことができる。
【０１４２】
　第７の変形例に係る端子５７のように、摺動リブ７３が更に設けられた形態が実施され
てもよい。また、上記のような変形例に係る端子を備えたコネクタが実施されてもよい。
また、上記のような変形例に係る端子を備えた電気的接続装置が実施されてもよい。
【０１４３】
（８）前述したような変形例に限らず、更に種々の変形例が実施されてもよい。例えば、
前述の実施形態では当接部が２つ設けられた形態を例にとって説明したが、この通りでな
くてもよい。当接部が１つ又は３つ以上設けられた形態の端子が実施されてもよい。
【０１４４】
　また、前述の実施形態では、筒状壁部がハウジングに所定の挿入姿勢で挿入された際に
、被係合部が係合部に当接して弾性変形した後に弾性回復し、係合部と被係合部とが係合
可能なように構成された端子の形態を例にとって説明したが、この通りでなくてもよい。
例えば、筒状壁部がハウジングに所定の挿入姿勢で挿入された際に、係合部が被係合部に
当接して弾性変形した後に弾性回復し、係合部と被係合部とが係合可能なように構成され
た端子の形態が実施されてもよい。
【０１４５】
　また、前述の実施形態では、第１側壁部の一部及び第２側壁部の一部として設けられて
それぞれ片持ち状に延びる一対の接点バネ部が設けられた端子の形態を例にとって説明し
たが、この通りでなくてもよい。例えば、一対の接点バネ部が設けられておらず、電気接
点部が、第１側壁部及び第２側壁部から筒状壁部の内側に向かって凸状に隆起するように
設けられた形態の端子が実施されてもよい。
【０１４６】
　また、第１コネクタの第１ハウジングの形状、第２コネクタの第２ハウジングの形状、
第２コネクタの第２端子の形状については、前述の実施形態で例示したものに限らず、種
々変更されてもよい。また、第２コネクタが接続される基板の形態についても、前述の実
施形態で例示したものに限らず、種々変更されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　本発明は、コネクタのハウジングに対して挿入された状態で用いられるコネクタ用の端
子、その端子を備えるコネクタ、及びそのコネクタを備える電気的接続装置に関して、広
く適用することができるものである。
【符号の説明】
【０１４８】
１１　　　　　　　　第１コネクタ（コネクタ）
１３　　　　　　　　第１端子（端子）
１４　　　　　　　　第１ハウジング（ハウジング）
１７　　　　　　　　被係合部
３３　　　　　　　　筒状壁部
３４、３５　　　　　当接部
３６　　　　　　　　突出部
３７　　　　　　　　係合部
４４　　　　　　　　第１側壁部
４５　　　　　　　　底壁部



(27) JP 2017-191659 A 2017.10.19

４６　　　　　　　　第２側壁部
４７　　　　　　　　上壁部
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